
東京学芸大学  令和２年度「若手教員等研究支援 費（若手教員等支援枠）」研究成果報告書  

研究課題  
地域の特色や構造から課題解決を構想するための基礎的研究  

―身近な地域の見方・とらえ方を整理・分類する―  

氏名    

牛垣  雄矢  

所属   
人文社会科学系人文科学講座  

職名   

准教授  

APRIN e-ラーニングプログラムの受講   ☑← 受 講 済 の 場 合 は チ ェ ッ ク を す る こ と  

 

【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
社会科及び地理教育において，野外での地域調査が学習指導要領においても重視されてきた

が，「身近な地域」という小地域に対する地理的見方・考え方については，教科書の記述は十分

ではない。そこで本研究では，身近な地域という小地域の特徴・構造を把握するための地理的な

見方・考え方を整理する。同時に，中学・高等学校の地誌学習で用いられている「動態地誌」に

よる地域のとらえ方は，身近な地域の特徴・構造を把握する際にも有効と考えられるためにこれ

を取り入れるとともに，地域において中核的事象を設定する方法についても検討する。地域問題

を解決するための方法は，万能薬のような一般的方法があるわけではなく，地域の特徴・構造を

踏まえて導かれるものである。地域調査の方法を学びながら，地域の特徴を理解しつつ事象間の

関係性からその構造をとらえ，これを踏まえて地域問題の解決方法と自らの行動のあり方につい

て考える，という一連の学習手順を整理する本研究は，地理教育において「内容知」と「方法知」

を統一的に学ぶ方法を提示することも期待できる。身近な地域に対する地域調査は，平成 29・ 30

年の学習指導要領改訂でも期待されている教科の「見方・考え方」の育成や，問題の発見・解決

型の学習として極めて有効であり，本研究は今般改訂にも対応した成果を得ることが期待でき

る。  

本研究において木更津市と三島市を対象とした地域調査の経験から修得できる地理的な見

方・考え方は，以下のとおりまとめられる。  

木更津市においては，郊外地域としての木更津市の地理的特徴を把握できた点では，学習指導

要領に示された地理的な見方・考え方のうち「ア  位置や分布」が，アクアラインによる通勤行

動の特殊事情については「イ  「場所」について」が，木更津市と都心・アクアラインでつなが

る先との関係の点では「エ  空間的相互依存作用」が，東京大都市圏と木更津市内の人口分布，

また商業を市全体と市の内部でとらえる見方からは「空間スケール」が，商業施設・その交通手

段・高齢者・コミュニティの関係性，及びアクアライン開通に伴う交通・人口・商業的要素の関

係性からは「動態地誌的な見方・考え方」が，地域的な枠組みで地域の特徴や構造をとらえ問題

の解決に向けて検討する考え方からは「オ  地域」が，それぞれ修得し得ると考えられる。  

三島市においても，同様にア～エに加えて歴史的背景・歴史的視点が修得できる地域調査を実

施することができた。  

両地域ともに，地域調査から様々な地理的見方・考え方を修得できる可能性が示された。ま た

いずれの地域調査においても，様々な観点で地域を調査しているため，地域の特徴や構造を多面

的にとらえる方法を示すことができた。また，地域の特徴をとらえる際にも，東京都など広域な

地域の中で対象地域に着目する場合，対象地域の内部を全体的に着目する場合，対象地域内部の

特定の地域に着目する場合など，様々な空間スケールからとらえているため，様々な空間スケー

ルで現象をとらえることを示すことができた。  

以上のように，身近な地域調査は，地域調査の技能の 修得に留まらず，様々な地理的見方・考

え方を修得することにも一定の効果があると考えられる。そのため，中学校地理や高等学校の地

理総合のまとめとして，この単元を位置づけることも有効であろう。  

【研究成果発表方法】  
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